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【論文の内容の要旨】
＜目的＞
本研究は、西シベリアの北方少数民族のひとつであるハンティを対象に、漁撈を前提とす
るトナカイ牧畜とそこから導きうるトナカイと人の関係を明らかにし、漁撈-牧畜論
Fishing-pastoralism として人類学研究の中に位置づけようとするものである。ハンティが
居住するヌムト湖という場所では、一般的に草食動物と認識されているトナカイが魚を食べ
ている。トナカイが魚を食べているといっても、野生のトナカイが自ら川や湖に入って魚を
捕食しているのではなく、人間が漁撈で獲得した淡水魚を家畜のトナカイに与えている。
こうした事象を考えるために二つの問いを立てた。ひとつ目の問いは、西シベリア低地と
いう湖沼・河川が多い自然環境において、人はどのようにトナカイと魚に向き合い、魚を
使ってどのような＜トナカイ―人＞関係を作り出しているのかである。トナカイへの魚の給
餌は人間にとって利のある牧畜技術のひとつであるが、ハンティの中でもある集団はこれを
行っているが、別の集団は行っていない。二つ目は、似かよった環境のもとで同じ民族のあ
いだになぜこのような違いが現れているのかという問いである。民族内での牧畜方法の差異
の要因には、彼らをとりまく社会的背景や自然環境の微細な違いだけでなく、トナカイ群そ
のものの移動性の差異も考えられる。そこには、人間が家畜を管理するという人間中心的な
構図ではなく、人間の方がトナカイの移動性に合わせたうえでこれを利用している構図が浮
かび上がる。効率と利潤を求めた近代的畜産業や完全に家畜化する乾燥地帯のヒツジ・ヤギ
牧畜の世界とは大きく異なる家畜と人の関係が、本研究から明らかになる。
＜研究方法＞
フィールドワークは西シベリアのハンティ-マンシ自治管区およびヤマ-ネネツ自治管区に
おいて、ハンティ等を対象に 2011 年から 2012年、2016 年から 2017 年にかけて合計約 10
カ月間遂行した。フィールドワークでは、主にインフォーマント宅にホームステイしつつ、
参与観察とインタビューを行うという調査方法を採用した。加えて、現地研究機関等で文献
調査を行った。これらのフィールドワークで収集した資料および文献資料をもとに、移動
性・生業技術・土地利用・食・衣服・社会関係・動物観等の事例を考察し、以上の二つ問い
を解いた。
＜結果＞
ひとつめの問いの答えとして、トナカイへの魚給餌は、比較的狭い範囲内でもトナカイ放
牧を行いやすくし、その非効率性を解消するという単なる餌付けの意味を越えたハンティの
重要な技術のひとつであることが明らかになった。
ハンティ等は牧夫が群れに付いて監視せず自由に採食行動させる解放放牧を行う。世帯ご
とに自立的生業を行うヌムトでは、一世帯が季節移動先ごとに漁場を占有している。生業活
動のためにゆるやかに排他的に使用する空間的範囲がここでの居住・生業テリトリーとなる。
この居住・生業テリトリーよりもトナカイの成育に必要な牧草地の範囲の方が広い。そのた
め、トナカイは一世帯の居住・生業テリトリーを越えて採食行動する。すなわち、トナカイ
は、居住・生業テリトリーの外に広がる非排他的土地（共有地）および隣家の居住・生業テ
リトリーに入っていくのである。そこで、隣家との群れの混入や、群れの分散・喪失が起こ
る。
このような世帯の居住・生業テリトリーよりもあいまいで広大な非排他的土地で群れを管
理するために、ハンティは家畜個体とのあいだにさまざまな親密／疎遠の関係をつくりだし
ている。魚を優先的に与えて良く人に馴れさせた去勢オスをつくりだし、その去勢オスに群
れを主体的に先導させて、群れがあまり遠くに行かないようにさせる。トナカイと人の親密
度の度合いは、先導去勢オス、調教メス、タネオス、肉畜になる去勢オスの順で親密から疎
遠な関係性がある。このようなヌムトの牧畜は、完全に家畜化する乾燥地帯のヒツジやヤギ
牧畜と異なり、群れ内を均一に馴化させず、むしろ家畜の野性性をある程度利用し自由に採
食行動させているともいえる。こうした群れの管理方法はエヴェンと似ている[高倉 2004]。
群れ内で明確に調教済みの役畜や肉畜、出産メス等の役割別グルーピングするエヴェンに対
して、ヌムト・ハンティは小規模な群れのため多くの個体に調教を施し、役畜と肉畜が重な
ることがある点、また特別に馴化した数頭のトナカイに群れを自ら先導させるという点で異
なる。
二つ目の問いの答えとして、スィニャではトナカイ牧畜と漁撈を分業していること、ヌム
トよりも規模の大きい群れ内で役畜・肉畜等をグルーピングすることで群れを管理している
ことが魚給餌のない要因であると明らかになった。スィニャ川が流れる低地とウラル山脈と
いう二つの大きく異なるホームレンジがあり、トナカイはそれらを毎年行き来する。牧夫は
トナカイの移動とともに季節移動し、スィニャ川集落の人々は定住し漁撈を主に営む。この
ように漁撈とトナカイ牧畜を分業したうえで、彼らのあいだには肉・毛皮と魚の交換関係が
成り立っている。交換によって、牧夫は放牧活動に重要な牧畜犬に魚を給餌できるからこそ
トナカイ牧畜がなりたっているということが明らかになった。
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